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新新たなステージ新たなステージをを
市民の皆さまととも市民の皆さまとともにに
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
こ

振
り
返って
み
ま
す
と
、昨
年
の
朝
来
市

は
、発
足
か
ら

年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し

１０

い
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
ず
は
、６
月
に
は
市
制
施
行

周
年

１０

記
念
式
典
を
挙
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。式
典
は
も
と
よ
り
関
連
す
る
多
く
の

催
し
も
含
め
ま
し
て
、多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
と
、こ
の
記
念
す
べ
き
１
年
を
祝
う
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、市

民
の
皆
さ
ま
が
主
体
と
な
って
半
世
紀
以

上
の
交
流
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
、長

崎
県
壱
岐
市
と
、念
願
の
友
好
都
市
提
携

い

き

を
結
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大

き
な
人
気
を
集
め
て
お
り
ま
す
、国

史
跡・竹
田
城
跡
に
つ
い
て
は
、来
訪
者
も

落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
が
、昨
年

４
月
に
は
神
戸
新
聞
社
と
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
、城
下
町
を
含

め
た
竹
田
の
活
性
化
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、生
野
銀
山
や
神
子

畑
選
鉱
場
跡
な
ど
市
内
の
魅
力
的
な
観
光

地
は
も
と
よ
り
、但
馬
全
体
で
の
観
光
の

活
性
化
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
格
的
な
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
、

市
役
所
新
庁
舎
、（
仮
称
）朝
来
医
療
セ
ン

タ
ー
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
の
中
ご
ろ
に
は
相
次
い
で
完
成
し

ま
す
。市
の
象
徴
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
れ

ら
の
施
設
が
、市
民
に
親
し
ま
れ
、か
つ
、

有
効
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
、「
朝
来
市
創
生
元
年
」と
し
て
開

始
し
た
地
方
創
生
の
各
種
施
策
に
つ
い
て

は
、「
朝
来
市
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、

「
ひ
と
」づ
く
り
、「
し
ご
と
」づ
く
り
、「
ま

ち
」づ
く
り
を
目
的
に
、若
者
世
代
へ
の
各

種
支
援
、移
住・定
住
の
促
進
策
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、定
住・移
住
施
策
を
充
実
さ
せ
、

人
口
政
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、平
成
年
は
、新
市
発
足
か
ら

２８

１１

年
目
を
迎
え
ま
す
。今
日
ま
で
市
民
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

年
の
成
果
を
踏
ま
え
、こ
れ
か
ら
の
新

１０し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
る

年
を
、よ
り
実

１０

り
多
き
も
の
と
す
る
べ
く
、市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
突
き
進
ん
で
い
き
た
い
と
、

職
員
一
丸
と
な
り
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

ど
う
か
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く「
あ

な
た
が
好
き
な
ま
ち・朝
来
市
」の
実
現
へ

む
け
、市
政
へ
の
ご
理
解・ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、平
成
年「
申さ

る

２８

年
」の
今
年
が
、市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、「
喜
々
」と
し
た
良
い
年
と
な
り
ま

き

き

す
こ
と
を
願
い
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。市
民
の
皆
様
に
は
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

よ
ろ
こ

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
朝
来
市
は
合
併
周
年
を

１０

迎
え
、節
目
の
年
と
な
る
６
月
に
は
盛
大

に
記
念
式
典
を
行
い
、大
勢
の
市
民
参
加

の
も
と
喜
び
と
お
祝
い
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。同
時
に
長
崎
県
壱
岐
市
と

い

き

朝
来
市
の
間
で
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、

教
育・文
化・産
業・イ
ベ
ン
ト
等
で
の
特

産
品
販
売
の
各
分
野
に
加
え
、商
工
会
を

中
心
と
し
た
さ
ら
な
る
経
済
交
流
を
図
り
、

よ
り
一
層
交
流
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

市
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

幸
い
に
し
て
大
き
な
災
害
も
な
く
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢・公

開
生
放
送
の
開
催
、２
千
３
０
０
人
が
参

加
し
た
、た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
を
３
年
連
続
し

て
開
催
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
国
際
音
楽
祭
の
開

催
、但
馬
食
文
化
ま
つ
り
等
、そ
の
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
事
業
、活
動
を
行
っ
て
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

今
年
は
い
よ
い
よ
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
す
。市
民
に
広
く

親
し
ま
れ
、利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
し
て

市
民
に
愛
さ
れ
、又
、整
備
方
針
に
も
あ
る

よ
う
に
、市
民
が
気
軽
に
立
寄
り
、市
政
に

関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
た
り
、様
々
な
市

民
交
流
や
活
動
を
行
う
庁
舎
と
し
て
、大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。も
う

一
つ
の
大
き
な
施
設
と
し
て
、（
仮
称
）朝

来
医
療
セ
ン
タ
ー
が
５
月
に
開
院
し
ま
す

が
、ご
存
知
の
よ
う
に
医
師
不
足
に
よ
り

２
次
救
急
へ
の
対
応
が
満
足
に
で
き
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

又
、昨
年
の
議
会
報
告
会
で
も
各
会
場

に
お
い
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
の
要
望
が
強
く

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、唯
一
の
公
立
病
院
と

し
て
、市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
医
療
の
充
実
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方

国
に
お
い
て
は
昨
年
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合

意
、安
全
保
障
法
の
成
立
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
確
立
等
、国
民
生
活
に
と
っ
て
大

事
な
政
策
が
決
定
さ
れ
、民
間
で
は
、半
世

紀
ぶ
り
の
国
産
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
の
完
成
、

初
の
商
業
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
成
功
し
ま

し
た
。今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
注
視
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

又
、世
界
に
目
を
向
け
る
と
、中
東
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
今
な
お
多
く
の
テ

ロ
、紛
争
が
発
生
し
て
お
り
心
が
痛
み
ま

す
。よ
り
一
層
の
平
和
を
願
う
ば
か
り
で

す
。議

会
と
し
て
も
合
併
当
時
約
名
い
た

６０

議
員
が
現
在
は
名
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

１８

市
民
の
声
を
顕
著
に
受
け
止
め
、議
員
活

動
に
励
む
と
と
も
に
、議
会
の
活
性
化
に

向
け
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
市
民
皆
様
の
ご
健
勝
、ご
多
幸

を
お
祈
り
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



平
成

年
の

朝
来
市
を
振
り
返
る

２７

昨
年
一
年
間
に
市
内
で

起
き
た
主
な
出
来
事
や

行
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

１
月

▼
成
人
式
を
実
施（

日
）▼
市

１１

役
所
新
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全

祈
願
祭
を
挙
行（

日
）▼「
阪

１５

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

年
メ
モ

２０

リ
ア
ル
消
防
訓
練
」を
実
施（
１５

日
）

２
月

▼
岩
津
ね
ぎ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会（
７
日
）▼

（
仮
称
）朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー
起

工
式（
８
日
）▼
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム（

日
）▼
第
１

２１

回
朝
来
市
合
唱
祭（

日
）▼

２２

「
道
の
駅

但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」が

全
国

か
所
の
重
点
道
の
駅
に

３５

選
定（

日
）

２６

３
月

▼
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
が
完
成（
７
日
）▼
竹
田
城

跡
シ
ー
ズ
ン
開
幕
・
観
覧
料
金
を

改
訂（

日
）▼
竹
田
に
イ
ン

２０

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設「
段
々
」が

オ
ー
プ
ン（

日
）▼
竹
田
城
跡

２０

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
ほ
ど
こ
し
た
Ｊ

Ａ
Ｃ
機
が
運
航
開
始（

日
）

２２

４
月

▼
朝
来
市
消
防
大
会
を
開
催

（
５
日
）▼
竹
田
景
観
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（

日
）▼
生

１９

野
銀
山
へ
い
く
ろ
う
祭（

日
）

１９

▼
神
戸
新
聞
社
と
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

（

日
）▼
竹
田
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

２２会
議
が
ス
タ
ー
ト（

日
）

２７

９
月

▼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設（
１
日
）▼
朝
来
市

一
斉
避
難
訓
練（
６
日
）▼
竹
田

城
跡
の
有
料
観
覧
者
数
１
０
０

万
人
を
達
成（

日
）▼
あ
さ
ご
バ

２３

ル
を
開
催（

日
）▼
銀
谷
祭
り

２６

を
開
催（

日
）

２７

月
10▼

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
あ
さ
ご
開
設（
１

日
）▼
朝
来
市
創
生
戦
略
を
策
定

（
２
日
）▼
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
国
際
音

楽
祭
を
開
催（

～

日
）▼
但

１３

１８

馬
・
食
文
化
ま
つ
り
２
０
１
５

（

月

・

日
）▼
鉱
石
の
道
１

１０

２４

２５

３
０
年
を
記
念
し
生
野
書
院
で

企
画
展（

日
～

月
６
日
）▼

２４

１２

志
村
喬
生
誕
１
１
０
年
展
を
開

催（

日
～

月
８
日
）

３１

１１

月
11▼

大
蔵
小
学
校
に
森
は
な
さ
ん
の

胸
像
が
完
成（

日
）▼「
来
」の

１０

字
の
つ
く
３
つ
の
都
市
の
市
議
会

関
係
者
が
朝
来
市
で
交
流（

・
１２

日
）▼
旧
木
村
酒
造
場
が
国
の

１３指
定
文
化
財
に（

日
）

１７

月
12▼

平
成

年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

２７

寄
付
額
が
１
億
円
突
破（
５
日
）▼

竹
田
城
跡
の
観
覧
期
間
を
延
長

（

日
～
１
月
３
日
）▼
ま
ち
づ
く

１１り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催（

日
～
３

１５

月
）▼
竹
田
城
跡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

開
始（

日
）▼
和
田
山
中
学
校
の

１９

新
校
舎
整
備
事
業
が
完
了（

日
）

２４

５
月

▼
芸
術
村
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催（

日
）

１７

６
月

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
工
事
に
着

手（
６
日
）▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

公
開
生
放
送
を
開
催（
７
日
）▼

た
た
ら
ぎ
ダ
ム
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催（
７
日
）▼
あ
さ
ご
元
気

産
業
創
生
セ
ン
タ
ー「A

-p
ic

」が

相
談
業
務
を
開
始（

日
）▼
Ａ

１０

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
大
学
を
開
講（

日
）

２１

▼
三
保
の
拠
点
施
設
で
３
年
連

続
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
放
鳥（

日
）

２５

▼
長
崎
県
壱
岐
市
と
友
好
都
市

提
携
を
締
結（

日
）▼
朝
来
市

２７

市
制
施
行

周
年
記
念
式
典
を

１０

挙
行（

日
）▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

２８

シ
ョ
ン「
あ
な
た
は
ま
ち
の
未
来

A
S
A
G
O
iN
G

」を
決
定（

日
）

２８

７
月

▼
自
然
再
生
学
会
全
国
大
会
を

開
催（
４
日
）▼
竹
田
城
跡
ヘ
リ

テ
ー
ジ
講
座（

日
～

月
）
▼

１４

１１

龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
を
招
き

「
朝
来
市
音
楽
祭
」（

日
）▼
朝

１８

来
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完

成（

日
）

２３

８
月

▼
壱
岐
の
市
民
劇
団「
一い

支き

国
こ

く

座
」が
公
演（
９
日
）▼
市
内
４

ざ中
学
校
の
生
徒
が
参
加
し
朝
来

市
子
ど
も
議
会
を
開
催（

日
）

２０

▼
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
女
学
院
が
ス

タ
ー
ト（

日
）

２８

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

広報朝朝朝来来来 4

神戸新聞社と協定を締結 インキュベーション施設「段々」オープン 道の駅「但馬のまほろば」重点道の駅に

朝来市学校給食センターが完成 市制施行１０周年記念式典 長崎県壱岐市と友好都市に

志村喬生誕１１０年展を開催 竹田城跡有料化後の観覧者数が１００万人を達成 朝来市子ども議会を開催
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怪

怪

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

波多野正之さん
は た の ま さ ゆ き

（上ゲ町区）

体
育
指
導
員
の
期
間
を
含
め
、ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て

年
勤
続
さ
れ
、地
域
の

３０

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（

月

日
付
）

１１

１２

兵兵
庫
県
の
じ
ぎ
く

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞賞

【
環
境
美
化
活
動
】

松本 美幸さん
ま つ も と み ゆ き

（末歳区）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

久しぶりのお出かけに、祖母は顔をほころばせた。祖

母は重い病気と共に生きている。もう歩くことさえでき

ないのだ。そのため、祖母はいつも、病院で独りぼっち

なのだ。そんな祖母を気づかって、娘である母が、祖

母と外に出かけることを計画した。病院からの許可を

得て、祖母はあの日、やっと外の空気をすったのだった。

学校の先生から渡されたパンフレットには税につい

て書かれていた。税、と聞いて私が真っ先に思い浮か

べるのは、消費税である。買い物をするときにいつもつ

いてくる税だから、私にとって身近だと感じる。しかし、

消費税以外については、全くといっていいほど知らな

かった。住民税や、所得税など、耳にはするけれど、自

分とは関わりのないものだと思っていたからだ。

パンフレットのページを、パラパラとめくると、目につ

いたのは老人の乗る車椅子と、それを押す女性のイラ

ストだった。そのときふと、あのときの祖母の笑顔を思

い出した。

あのとき、というのは、久しぶりに外に出た祖母の車

椅子を、私が押して歩いたときのことである。祖母は花

が大好きだ。だから、近くの公園に来ていた。祖母は、

公園の脇に咲くパンジーの花を見て、

「きれいやな。」

と言って笑った。もう、すっかり祖母の足となった車椅

子を押す私と祖母の距離は、思っていた以上に近かっ

た。こんなに近くで祖母の顔を見たのは、いつぶりだっ

ただろうか。心からの、美しい笑顔だった。そのときのこ

とは、私の記憶に深く残っている。

どうやら、私とは関わりのない、と思っていた税は、こ

んなに身近に存在していたようだ。私と祖母との距離

を近づけた車椅子も、祖母と花を見た公園も、そして

祖母がいつもいる病院も、すべては税金あってのもの

だったのだ。私は知らなかった。関係のないものだ、と

割り切っていた税は、私たちのためにあった。確かに、

私たちの役に立っていたのだった。

私はこのことから、もっと税について知りたいと思っ

た。私にも、一人の国民として、色々な税を納めなけれ

ばならない時が来る。ならばその時までに、しっかり勉

強しておきたい。そして、私がそうしてもらったように、

私が税を納めることで、誰かの役に立てればいいな、

と思う。一人一人が納める税金は、きっといつか、どこ

かで誰かのために使われるのだから。

税には、とても感謝しなければならない。私たちの

生活を支えてくれること、それから祖母に笑顔をくれ

たこと。

「税があるから笑顔が咲く」
生野中学校３年 細川 恵理菜さん

ほ そ か わ え り な

平成27年度中学生の「税についての作文」
一般財団法人大蔵財務協会理事長賞 入選

全全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員員

連
合
感
謝

連
合
感
謝
状状

地
域
の
環
境
美
化
・
安
全
管
理
と
し
て
、

道
路
や
河
川
の
ご
み
清
掃
な
ど
の
取
り
組

み
を
毎
日
続
け
ら
れ
、明
る
い
郷
土
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

（

月

日
付
）

１２

１７
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市市市政政フラッシフラッシュュ

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す

ままま市
は
、

月

日
か
ら
、「
ま
ち
づ

１２

１５

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。「ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、朝

来
市
発
足
当
時
か
ら
毎
年
実
施
し
て

お
り
今
回
で

回
目
。昨
年
度
か
ら

１１

は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
進
め
る
懇
談
会
形
式
と
し

て
、各
地
域
自
治
協
議
会
の
協
力
で
自

治
協
単
位
で
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、前
回
に
続
き「
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
た
今
、地
域
で
進
め

る
定
住
促
進
」を
テ
ー
マ
と
し
、ま
た
、

よ
り
地
域
に
身
近
な
課
題
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
お
う
と
、地
域
ご
と
に
サ

ブ
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

月

日
に
は
、
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

１２

１５

大
蔵
市
民
会
館
で
大
蔵
地
域
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

約

人
が
参
加
。は
じ
め
に
、

月
に

７０

１０

策
定
し
た「
朝
来
市
創
生
総
合
戦
略
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成

に
携
わ
っ
て
い
る
、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｐ
代
表
の
岩
木
啓
子

フ

ラ

ッ

プ

い

わ

き

け

い

こ

さ
ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
進
行

役
）に
、「
空
き
家
も
利
用
し
た
地
域
の

魅
力
大
作
戦
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
懇
談

会
が
進
め
ら
れ
、参
加
し
た
皆
さ
ん

が
３
～
４
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、出
さ
れ
た
質
問
に
対
し
て
話
し
合

う
形
式
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、次
の
と

お
り
で
す
。対
象
は
市
民
の
皆
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
地
元
地
域
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
３

多くの意見が出されました（大蔵地域）

◆開催日程（予定）

会場開始時刻日 程自治協

生野マインホール午後７時３月１５日（火）いくの

かながせの郷午後７時３月１０日（木）奥銀谷

糸井地区市民会館午後７時１月２３日（土）糸 井

和田山ジュピターホール午後７時１月２２日（金）和田山

東河地区農村環境改善センター午後７時２月１９日（金）東 河

竹田地区コミュニティセンター午前１０時２月７日（日）竹 田

粟鹿地区農村環境改善センター午前１０時３月６日（日）粟 鹿

あさご・ささゆりホール午後７時３月１８日（金）朝 来

ァ
ン
デ
ン
ド
リ
ッ
シ
ュ
ー
・
ポ
リ
ー
ヌ
さ
ん
観
光
大
使
に

ヴヴヴ市
は
、

月

日
、
ヴ
ァ
ン
デ
ン
ド

１２

１８

リ
ッ
シ
ュ
ー
・
ポ
リ
ー
ヌ
さ
ん
を
、朝
来

市
観
光
大
使
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ン
デ
ン
ド
リ
ッ
シ
ュ
ー
・
ポ
リ
ー

ヌ
さ
ん
は
、朝
来
市
の
国
際
交
流
員
と

し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
赴
任
し
、平
成
２５

年
７
月
か
ら

年

月
ま
で
の
２
年

２７

１２

５
か
月
間
に
わ
た
り
秘
書
広
報
課
で

勤
務
。在
任
中
は
、翻
訳
や
通
訳
業
務
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

多
言
語
化
翻
訳
、フ
ラ
ン
ス
文
化
を
紹

介
す
る
講
座
の
運
営
、「
広
報
朝
来
」へ

の
コ
ラ
ム
掲
載
等
、意
欲
的
に
活
動
し

ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
歴
か
ら
、朝
来
市
に
つ

い
て
の
知
識
も
抱
負
で
、愛
着
も
深
い

こ
と
か
ら
、帰
国
後
も
、海
外
で
の
朝
来

市
の
Ｐ
Ｒ
に
尽
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
委

嘱
式
を
行
い
、多
次

た

じ

勝
昭
市
長
か
ら
委

か

つ

あ

き

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

朝
来
市
の
観
光
大
使
は
こ
れ
で
５

人
、外
国
人
と
し
て
は
初
め
て
で
す
。

来
市
の
給
食
が
高
い
評
価
を
受
け
る

朝朝朝市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
献
立
が
、

月

日
に
大
阪
市
で
行
わ
れ
た「
第

１０

１８
回
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
®

」（
特

１０定
非
営
利
活
動
法
人

世
紀
構
想
研

２１

究
会
主
催
）中
部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
、応
募
総
数
２
千
５
４
件
の
な
か

か
ら
優
れ
た
献
立
と
認
め
ら
れ
、
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
献
立
は
、同
セ
ン
タ
ー
の
須
田

す

だ

絢
子
栄
養
教
諭
が
考
案
し
た
も
の
。バ

あ

や

こ

ラ
ン
ス
よ
く
地
域
の
食
材
を
用
い
た
点

な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【受賞した献立】ごはん、牛乳、ふるさとまんじゅう、
ヤーコンの和風サラダ、みそおでん、梨 これからは海外での朝来市ＰＲに取り組みます



平平成２８年１月平成２８年１月号号7

井
県
小
浜
市
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

福福福朝
来
市
は
、他
の
但
馬
２
市
２
町

と
と
も
に
、

月

日
、福
井
県
小
浜

お

ば

ま

１１

３０

市
と
、「
災
害
時
等
相
互
応
援
に
関
す

る
基
本
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
締
結
は
、小
浜
市
周

辺
に
原
子
力
発
電
所
が
集
中
し
、原

子
力
災
害
時
に
広
域
避
難
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、関
西
広
域
連
合
な

ど
の
支
援
で
実
現
し
た
も
の
。災
害

発
生
時
に
は
、被
災
者
の
救
出
、支
援

物
資
や
食
料
の
提
供
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
職
員
の
派
遣
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。ま
た
、災
害
発
生
時
の
円
滑
な
応

援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、平
時

の
住
民
ど
う
し
の
交
流
も
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、朝
来
市
で
の
同
様
の
協
定

締
結
は
、京
都
府
福
知
山
市
、宮
城
県

角
田
市
・

か

く

だ

山
元
町
、大
分
県

や

ま

も

と

竹
田
市
に

た

け

た

続
き
、
４
件
目
で
す
。

害
救
助
活
動
の
視
点
か
ら
防
災
を
呼
び
か
け
る

災災災市
は
、

月

日
、あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

１１

２１

り
ホ
ー
ル
で「
防
災
講
演
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
・
防
災
意
識
の
向
上
を
目
ざ
し
、毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
。会
場
に
は
、各

区
の
区
長
や
防
災
委
員
、消
防
団
員
の

皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

当
日
は
、陸
上
自
衛
隊
姫
路
駐
屯

地
第
３
特
科
隊
第
１
中
隊
長
の

八
重
樫

や

え

が

し

正
幹
さ
ん
が
、「
陸
上
自
衛
隊

ま

さ

と

も

の
災
害
派
遣
活
動
に
つ
い
て
」と
題
し

て
講
演
。陸
上
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活

動
に
つ
い
て
の
説
明
の
ほ
か
、実
際
に
東

日
本
大
震
災
な
ど
で
の
活
動
を
通
じ

て
、隊
員
の
目
線
か
ら
、地
域
の
住
民

に
よ
る
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、自
助
・
共

助
の
重
要
性
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

自衛隊の活動内容とともに地域の絆（きずな）の重要性を紹介

消消消
防
団
組
織
の
再
編
に
つ
い
て
答
申
を
受
け
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
組
織
再
編
に
つ
い
て
は
、

新
市
発
足
後
も
市
消
防
団
の
な
か
で

回
に
わ
た
る
協
議
が
進
め
ら
れ
て

１５き
ま
し
た
。ま
た
、市
消
防
団
審
議
会

に
よ
る
３
回
の
中
間
答
申
を
受
け
る

な
ど
、組
織
改
正
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

今
回
の
計
画
書
は
、そ
れ
ら
計
画

の
最
終
の
答
申
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
。主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
支

団
制
存
続
の
決
定
や
団
幹
部
の
役
職

名
・
任
期
の
変
更
、消
防
団
員
と
な
る

た
め
の
間
口
を
広
め
る
た
め
の
任
用

資
格
の
変
更
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、分
団
の
機
庫
や
資
機
材
数

の
見
直
し
も
行
わ
れ
、今
後
３
年
の

移
行
期
間
の
な
か
で
随
時
統
合
や
合

理
化
に
向
け
た
再
編
に
つ
い
て
指
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
消
防
団
で
は
、今
後
、計
画
書
に

基
づ
い
た
団
運
営
を
行
い
、時
勢
の

変
化
に
伴
い
、計
画
の
見
直
し
等
が

再
度
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、そ
の

時
点
に
応
じ
た
再
編
を
す
る
こ
と
と

し
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
な
か
で
、

団
の
有
用
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

市
は
、

月

日
、朝
来
市
消
防
団

１１

１３

審
議
会
か
ら「
朝
来
市
消
防
団
組
織

再
編
計
画
書
」に
よ
る
答
申
を
受
け

ま
し
た
。

市
消
防
団
は
、平
成

年
４
月
の

１７

朝
来
市
合
併
と
同
時
に
誕
生
。合
併

当
時
の
協
議
で
、「
住
民
の
安
全
に
直

結
す
る
消
防
団
組
織
の
再
編
は
、合

併
直
前
の
限
ら
れ
た
時
間
で
行
う
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、組
織
再
編
検
討

部
会
を
設
置
し
充
分
な
協
議
の
も
と

で
行
う
こ
と
。」と
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、現
在
も
旧
町
ご
と
の
人
員
・
体

制
を
維
持
し
、１
団
４
支
団
制
で
の

計画策定へむけての会議

但馬の全市町とともに協定を結びました
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成

年
は
、陰
陽
五
行
説
に
も
と

お

ん

み

ょ

う

ご

ぎ

ょ

う

せ

つ

２８

づ
く
十
干

じ
ゅ
っ
か
ん

十
二
支
で
い
う
と
こ
ろ
の

じ

ゅ

う

に

し

【
丙（
ひ
の
え
）申
年（
さ
る
ど
し
）】に

あ
た
り
ま
す
。丙
す
な
わ
ち「
火
の

兄
」は
火
気
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
意

え味
、そ
し
て
申
は「
９
番
目
」と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。「
え
っ

お
さ
る

！？

さ
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
思
う
皆
さ
ん

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
十
二
支
と
い
う
の
は
、単
純
に

順
番
を
示
す
記
号
で
あ
っ
て
、あ
て
ら

れ
た
文
字
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、こ
れ
に

種
類

１２

の
動
物
や
架
空
の
生
き
物
が
割
り
当

て
ら
れ
、説
話
や
経
典
を
通
じ
て
広

め
ら
れ
た
の
で
す
。ち
な
み
に
昨
年
は

未
年
で
し
た
が
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
で

ひ
つ
じ

は
山
羊
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

や

ぎ

閑
話
休
題
、今
回
は
新
た
な
年
に

よ
せ
て
、私
た
ち
に
と
っ
て
な
じ
み
の

深
い
方
の「
申
」す
な
わ
ち「
サ
ル
」に

関
す
る
文
化
財
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の「
サ
ル
」が
い
る
の
は
、
和
田
山

町
寺
内
区
に
鎮
座
す
る
山
王
神
社

さ

ん

の

う

（
式
内
社
名
：
佐
伎
都
比
古
阿
流

し

き

な

い

し

ゃ

知
命（
さ
き
つ
ひ
こ
あ
る
ち
の
み
こ
と
）

神
社
）。
山
王
神
社
は
毎
年
７
月
第

３
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
寺
内
ざ
ん

ざ
か
踊
り（
兵
庫
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
）が
奉
納
さ
れ
る
場
と
し

て
有
名
で
す
。そ
こ
に
、山
王
の
使
い

で
あ
る「
サ
ル
」の
石
造
物
が
、狛
犬

こ

ま

い

ぬ

の
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
一

般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
狛
犬
は
、

阿
形
・

あ

ぎ

ょ

う

吽
形
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

う
ん
ぎ
ょ
う

山
王
神
社
の
サ
ル
は
、社
の
両
側
に

座
り
、と
も
に
口
を
閉
ざ
し
て
い
ま
す
。

静
か
に
穏
や
か
に
、神
の
側
に
仕
え

そ
ば

て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。こ
の
よ
う
な
、狛
犬
の
置
か
れ
る

場
に
あ
る
サ
ル
の
石
造
物
を「
狛
サ

ル
」と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、も

と
も
と
狛
は
、オ
オ
カ
ミ
に
似
た
獣

を
さ
す
名
前
。こ
こ
で
紹
介
す
る
サ
ル

の
、穏
や
か
な
表
情
に
は
、あ
ま
り
そ

ぐ
わ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
神
の
使
い
で
あ
る
サ
ル
を

具
現
化
し
た
も
の
が
も
う
ひ
と
つ－

市市市政政フラッシフラッシュュ

第98回

申申年によせ申年によせてて
～山王神社のおさるさん～山王神社のおさるさん～～

広報朝朝朝来来来

の
文
化
財
に
指
定

竹
田
の
旧
木
村
酒
造
場

国国国旧
木
村
酒
造
場
が
、７
月
の
国
の
文

化
審
議
会
答
申
を
受
け
、

月

日
、

１１

１７

国
登
録
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。今

回
、指
定
を
受
け
た
の
は
、店
舗

兼
母
屋
・
米
蔵
・
舟
蔵
・
貯
蔵
所
・
裏

門
・
門
・
塀
の
建
物（
総
建
築
面
積
約

７
５
２
平
方

㍍
）。明
治

～

年
ご

３５

３６

ろ
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
わ
り
、〝
う
だ
つ
〟

を
は
じ
め
地
区
の
景
観
を
象
徴
す
る
意

匠
が
施
さ
れ
、酒
造
の
設
備
や
、祭
礼
・

年
中
行
事
の
設
え
と
と
も
に
、内
部
に

し
つ
ら

は
防
災
の
工
夫
も
凝
ら
さ
れ
た
、地
域

の
歴
史
風
土
と
文
化
を
伝
承
す
る
貴

重
な
建
造
物
で
す
。

現
在
は
、「
竹
田
城
下
町

旧
木
村
酒

造
場
Ｅ
Ｎ
」と
し
て
、地
域
住
民
や
観
光

え

ん

客
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

国登録文化財の指定を受けた旧木村酒造場

墳
サ
ミ
ッ
ト
で
茶
す
り
山
古
墳
を
ア
ピ
ー
ル

古古古
月

日
、岐
阜
県
大
垣
市
で「
古

お
お
が
き

１１

２９

墳
サ
ミ
ッ
ト
・
大
垣
」が
開
催
さ
れ
、朝
来

市
か
ら
は
多
次

た

じ

勝
昭
市
長
を
は
じ
め
、

か
つ
あ
き

「
朝
来
・
ち
ゃ
す
り
ん
サ
ポ
ー
ト
く
ら
ぶ
」

の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、大
垣
市
に
あ
る
岐
阜
県

最
大
の
前
方
後
円
墳
・
昼
飯
大
塚
古
墳

ひ

る

い

お

お

つ

か

が
、国
史
跡
と
な
っ
て

年
を
迎
え
る
こ

１５

と
を
記
念
し
、全
国
の
古
墳
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
自
治
体
な
ど

に
呼
び
か
け
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、講
演
会
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

披
露
な
ど
が
行
わ
れ
、朝
来
市
か
ら
は

事
例
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、茶
す
り
山
古
墳
の
整
備
状

況
の
説
明
を
は
じ
め
、は
に
わ
づ
く
り
や

出
土
物
な
ど
の
展
示
会
開
催
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

会場の約３００人の皆さんを前に発表する多次市長（右）
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同
じ
く
山
王
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
、

寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊
り
に
お
い
て
、

側
踊
り
を
担
う

人
の
踊
り
子
た
ち

が

わ

お

ど

１０

で
す
。側
踊
り
は
、茶
褐
色
に
水
玉

模
様
の
筒
袖
衣
を
身
に
付
け
、太
鼓

つ

つ

そ

で

ご

ろ

も

を
腹
部
に
取
り
付
け
て
い
る
人
々
。

彼
ら
の
衣
装
が
、サ
ル
を
表
現
し
て

い
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

し
て
、中
踊
り
を
担
う
２
人
と
あ
わ

な

か

お

ど

せ
た

、中
踊
り
の
背
負
う
竹
の
飾

１２

り「
し
な
い
」の
本
数
の

、ま
た
、「
し

１２

な
い
」に
飾
ら
れ
る
紙
片
３
６
５
枚

は
一
年
の
月
数
・
日
数
を
表
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。寺
内
ざ
ん
ざ

か
踊
り
そ
の
も
の
は
、も
と
も
と
田
植

え
仕
事
が
終
わ
る
旧
暦
の
６
月
１５

日
に
農
家
が
一
斉
に
休
み
を
取
る
の

に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、地
域
に
夏
の

訪
れ
を
告
げ
る
行
事
と
し
て
定
着
し

ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
よ
う
に
、祭
り

そ
の
も
の
に
は
日
々
を
懸
命
に
生
き

る
人
々
の
あ
り
よ
う
や
、こ
の
世
に
生

を
受
け
た
こ
と
・
神
や
自
然
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
恩
恵
へ
の
、さ
さ
や
か
な

感
謝
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
は
朝
来
市
内
に
存
在
す
る

動
物
の
造
形
物「
山
王
神
社
の
お
さ

る
さ
ん
」を
通
じ
て
、暦
・
十
二
支
そ

し
て
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
文
化

に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
皆
さ
ま
が
、こ
の
柔
ら
か
な

表
情
の
お
さ
る
さ
ん
や
、懸
命
に
踊

り
を
奉
納
す
る
人
々
の
姿
に
心
を

癒
さ
れ
、優
し
さ
と
感
謝
の
心
に
満

い
やち

あ
ふ
れ
た
一
年
を
過
ご
せ
ま
す

こ
と
を
、心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

（
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

犯
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
朝
来
市
民
の
つ
ど
い

防防防朝
来
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と

朝
来
警
察
署
は
、

月

日
、さ
ん
と

１１

３０

う
緑
風
ホ
ー
ル
で
、「
朝
来
市
民
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、地
域
や
職
場
・
家
庭
な
ど
で
の
防
犯

や
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

と
、毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、兵
庫
県
警
察
本
部
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、交
通
安
全
に
功

績
が
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
、

地
域
安
全
宣
言
・
交
通
安
全
宣
言
の

読
み
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

月
か
ら
兵
庫
県
内
で
加
入
が
義
務

１０化
さ
れ
た
自
転
車
保
険
に
つ
い
て
の
説

明
、紙
芝
居
を
使
っ
た
防
犯
・
交
通
安

全
教
室
や
、消
費
生
活
相
談
を
テ
ー
マ

に
し
た
寸
劇
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

野
ダ
ム
に
小
水
力
発
電
施
設
を
整
備

生生生兵
庫
県
は
、県
企
業
庁
、姫
路
市
水

道
局
、朝
来
市
と
共
同
で
、生
野
ダ
ム

（
竹
原
野
）で
の
小
水
力
発
電
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
。
ダ
ム
の
放

流
水
を
活
用
し
ダ
ム
管
理
に
必
要
な

電
力
を
発
電
す
る
と
と
も
に
、余
っ
た
電

力
は
売
電
し
施
設
の
管
理
費
な
ど
に
充

て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ダ
ム
え
ん
堤
の
下
側
に
放
流
水
を
受

け
る
発
電
施
設
を
整
備
し
、一
般
家
庭

約
７
０
０
世
帯
分
に
相
当
す
る
、年
間

約
２
千
４
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
完
成
は
、平
成

年
度
末
を

２９

予
定
し
、総
事
業
費
は
約
７
億
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

【写真】上…山王神社の「おさるさん」

下…寺内ざんざか踊りにみえるサル

の化身・側踊り（手前）と中踊り（奥）

小水力発電所が整備される生野ダム 大会宣言を行う参加者代表
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続
い
て
、村
尾
隆
さ
ん
の
３
世
代
家
族

む

ら

お

た
か
し

を
先
頭
に
渡
り
初
め
・
通
り
初
め
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

月

日
、市
が
整
備
を
進
め
て
い

１２

１３

た「
市
道
せ
せ
ら
ぎ
台
線
」と「
せ
せ
ら

ぎ
橋
」が
完
成
し
、地
元
主
催
の
開
通

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

事
業
は
、区
内
を
流
れ
る
矢
治
川
沿

い
に
住
む
皆
さ
ん
が
、老
朽
化
し
た
橋

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
危

険
な
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、平

成

年
度
か
ら
老
朽
化
し
た
橋
の
架

２２
け
替
え
と
道
路
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き

た
も
の
。式
に
は
関
係
者
や
地
元
の
皆

さ
ん
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。同
区

の
高
見
駿
太
郎
区
長
が「
地
域
の
安
心

た

か

み

し

ゅ

ん

た

ろ

う

安
全
が
向
上
す
る
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。和
田
山
虎
臥
陣
太
鼓

に
よ
る
祝
い
の
演
奏
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

中中
区
で
橋
と
道
路
の
完
成
を
祝
い
開
通

中
区
で
橋
と
道
路
の
完
成
を
祝
い
開
通
式式

完成したせせらぎ橋を渡る皆さん

生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
で
、

月

日
、「
も
ち
花
作
り
」が
行
わ

１２

２０

れ
ま
し
た
。

「
も
ち
花
」は
、ク
ロ
モ
ジ
な
ど
の
木

の
枝
に
、
実
っ
た
稲
穂
の
よ
う
に
紅
白

の
餅
を
小
さ
く
丸
め
て
つ
け
る
こ
と
で
、

一
年
の
豊
作
を
願
う
正
月
の
飾
り
物

で
す
。

井
筒
屋
の「
も
ち
花
作
り
」は
年
末

の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
で
、

今
年
も
約
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参

加
、杵
と
臼
を
使
っ
て
つ
か
れ
た
餅
を
、

き
ね

て
い
ね
い
に
飾
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

願いをこめて飾り付け

10広報朝来来来

正正
月
の
飾
り
物
も
ち
花
作
り
を
体

正
月
の
飾
り
物
も
ち
花
作
り
を
体
験験

市
は
、「
道
の
駅
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」に

導
入
さ
れ
た
人
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ま
ほ
ろ
ば

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」を
、

月

日
、朝
来

ペ

ッ

パ

ー

１１

２５

市
Ｐ
Ｒ
を
担
当
す
る「
観
光
交
流
課
非

常
勤
職
員
」と
し
て
任
命
し
ま
し
た
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
は
、感
情
認
識
機
能
を

持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
、各
地
で
来
訪
者
の
案

内
な
ど
の
業
務
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。但

馬
の
ま
ほ
ろ
ば
に
導
入
さ
れ
た
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
に
は
、朝
来
市
内

か
所
、そ
の
他

２０

但
馬
地
域

か
所
の
あ
わ
せ
て

の
観

３０

５０

光
地
情
報
が
登
録
さ
れ
、「
竹
田
城
跡
」

「
生
野
銀
山
」な
ど
と
声
を
か
け
る
か
、胸

部
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
す
る
こ
と
で
、観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
概
要
や
道
順
な
ど
の
案
内

を
し
ま
す
。ま
た
、観
光
案
内
の
他
に
も
、

ニ
ュ
ー
ス
、天
気
、ゲ
ー
ム
な
ど
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、多
次
勝
昭
市
長
か
ら
辞
令

た

じ

か

つ

あ

き

書
が
交
付
さ
れ
、「
こ
れ
か
ら
朝
来
市
の
た

道道
の
駅
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば

道
の
駅
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば

ＰＰ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
導
入
・
壱
岐
コ
ー
ナ
ー
開
設

導
入
・
壱
岐
コ
ー
ナ
ー
開
設

め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」と
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

一
方
、

月
７
日
に
は
、「
道
の
駅
但

１２

馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」に
、朝
来
市
と
平
成
２７

年
６
月
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
、

長
崎
県
壱
岐
市
の
物
産
コ
ー
ナ
ー
が
開

い

き

設
さ
れ
ま
し
た
。

朝
来
市
と
壱
岐
市
の
経
済
交
流
の
先

が
け
と
し
て
設
置
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
は
、

白
い
砂
浜
と
青
い
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

販
売
台
に
、わ
か
め
な
ど
海
産
物

品
２９

目
と
麦
焼
酎
発
祥
の
地
で
あ
る
壱
岐
の

本
格
焼
酎

品
目
を
販
売
さ
れ
て
い
ま

１２

す
。ま
た
、迫
力
あ
る
２
㍍
も
の
大
き
さ
の

壱
岐
の
民
芸
品「
鬼
凧
」や
壱
岐
市
の
観

お

ん

だ

こ

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
日
に
は
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、壱

岐
市
商
工
会
の
吉
田
寛
会
長
や
、商
品

よ

し

だ

ひ
ろ
し

を
出
展
す
る
業
者
の
皆
さ
ん
な
ど
が
出

席
し
、開
設
を
祝
い
ま
し
た
。

壱岐コーナー多次市長（中央）と壱岐市商工会吉田会長（右）

来訪者に観光案内をする「まほろばPepper」（左）
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平成２８年１月平成２８年１月号号11

月

日
、口
銀
谷
の
但
陽
会
館

１２

１２

で
、「
朝
来
市
中
高
生
英
語
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
内
で
学
ぶ
中
高
生
を
対

象
に
、楽
し
く
英
語
を
学
び
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
っ
て
も
ら
お

う
と
、生
野
高
校
な
ど
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、中
高
生

人
が
参
加
。市

３２

内
の
学
校
で
英
語
の
指
導
に
あ
た
る
Ａ

Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）や
英
語
教

員
と
と
も
に
、ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を

作
っ
た
り
手
紙
を
書
い
た
り
し
た
ほ
か
、

パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
う
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、英
語
で
の
会
話
を
楽
し
み
ま

し
た
。

クク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
英
語
力
を
向

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
英
語
力
を
向
上上

さまざまなイベントを通じて英語を学習

コ
ー
チ
を
招
き
、「
朝
来
市
少
年
・
少
女

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、市
制
施
行

周
年
の

１０

記
念
事
業
と
し
て
、地
元
・
兵
庫
県
の

チ
ー
ム
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
コ
ー

チ
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、サ
ッ

カ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
技
術

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、市
と
市
教
育

委
員
会
の
主
催
で
開
い
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、市
内
の
小
学
生
を
中
心
に

約
１
０
０
人
が
参
加
。サ
ッ
カ
ー
競
技

の
経
験
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
、親
子

で
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ

れ
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
は
じ
ま
り
、

パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
基
礎
か
ら
実
践

的
な
練
習
ま
で
を
こ
な
し
て
い
き
ま
し
た
。

月
６
日
、朝
来
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

１２
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の指導を受ける子どもたち

ププ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
を
学
ぼ

プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
技
術
を
学
ぼ
うう

竹
田
城
跡
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
、

月

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

１２

１９

す
。こ

れ
は
、朝
来
市
商
工
会
な
ど
が
、

冬
の
期
間
も
竹
田
城
跡
や
竹
田
の
ま

ち
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、平
成

年
度
、

２４

年
度
に
続
い
て
３
回
目
で
す
。

２６
城
跡
の
東
側
に
約
１
０
０
基
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
、竹
田
の
ま

ち
な
ど
か
ら
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る
石

垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。点
灯
時

間
は
、午
後
５
時
～

時
（

月

日

１０

１２

３１

～
１
月
３
日
は
午
前
０
時
ま
で
）で
、

２
月

日
ま
で
の
点
灯
を
予
定
し
、今

２８

後
、季
節
や
各
種
行
事
に
な
ど
に
あ
わ

せ
た
点
灯
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

幻想的に照らされた竹田城跡の石垣

竹竹
田
城
跡
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ

竹
田
城
跡
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
ププ

月

日
、和
田
山
地
域
の
ひ
と
り

１２

１８

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
３
１
５
人

を
対
象
に
、ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、和
田
山
高
校
と
和
田
山
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
共
同
で

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
。

和
田
山
高
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
３
年
生

人
の
皆
さ

２５

ん
が
、手
作
り
の
ケ
ー
キ
を
調
理
し
、て

い
ね
い
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。協
議
会
の
老
人

福
祉
部
会
の
皆
さ
ん
が
、対
象
と
な
る

人
た
ち
へ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、和
田
山
高
校
の
近
隣
の
地
域

ひひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

和
田
山
高

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

和
田
山
高
校校

で
は
、生
徒
も
配
布
に
参
加
、笑
顔
で

直
接
ケ
ー
キ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

手作りのクリスマスカードとともにケーキを手渡し
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但
馬
史
研
究
会
は
、「
第

回
但
馬
歴
史
講
演
会
」を

５０開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

１
月

日

、午

２４

（日）

後
１
時

分
～
３
時

分

３０

５０

▽
会
場

日
高
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー（
豊
岡
市
日

高
町
国
分
寺
）

▽
講
師
・
演
題

歴
史
学

者
渡
邊
大
門
さ
ん「
山
名

わ
た
な
べ

だ
い
も
ん

氏
の
終
焉
と
織
田
権
力
」

▽
参
加
料

無
料

▽
申
込
み

１
月

日
１３

（水）

ま
で
に
事
務
局
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
ふ
る
さ
と
芸
術
文
化
振
興

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
但
馬
文
教
府
内
）

☎
０
７
９
６（

）４
４
０
７

２２

私
立
大
学
通
信
教
育
協

会
は
、大
学
通
信
教
育
合
同

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

①
２
月
７
日

、
（日）

午
前

時
～
午
後
４
時

１１

②
２
月

日

、正
午
～

２０

（土）

午
後
５
時

※
申
込
不
要
・

入
場
無
料
・
入
退
場
自
由

▽
会
場

梅
田
ス
カ
イ
ビ

ル
・
タ
ワ
ー
ウ
エ
ス
ト

階
１０

（
大
阪
市
北
区
）

▽
対
象

一
般
・
高
校
生

▽
参
加
校

私
立
大
学
・

大
学
院
・
短
大
約

校
４５

▽
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

h
ttp
://w
w
w
.u
ce.o
r.jp
/

歳
以
上
で
要
介
護
認

６５
定
を
受
け
、「
知
的
障
害
者

又
は
身
体
障
害
者
に
準
ず

る
者
」で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、身
体
障
害
者

手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
人
で
も
確
定
申
告
時

に
障
害
者
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、高
年
福
祉
課
・
各

支
所
地
域
振
興
課
で「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
書
」に
よ
っ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

高
年
福
祉
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
４

朝
来
市
に
住
所
が
あ
る

外
国
人
の
日
本
国
籍
の
取

得（
帰
化
・
国
籍
取
得
）に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
神
戸

地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
で

取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成

年
２
月
１
日

か

２８

（月）

ら
は
、神
戸
地
方
法
務
局

姫
路
支
局（
姫
路
市
北
条

１
丁
目
２
５
０
）で
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、相
談
は
予
約
制

で
す
。事
前
に
電
話
で
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
管
轄
法
務
局

神
戸
地
方
法
務
局
姫
路
支
局

☎
０
７
９（
２
２
５
）１
９
１
５

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

《国保の手続きにはマイナンバーが必要で《国保の手続きにはマイナンバーが必要ですす》》
平成２８年１月からのマイナンバー（個人番

号）利用開始に伴い、国民健康保険や後期高

齢者医療保険の手続きで、届出書や申請書に

マイナンバーの記載が必要になります。

手続きの際には、窓口に来る人の本人確認

ができるもの（運転免許証・パスポートなど）の

ほかに、世帯主と手続きの対象となる人の両方

のマイナンバーを確認できるもの（個人番号

カード、通知カードなど）をお持ちください。

◎マイナンバーの記入が必要な書類

＜資格の届出に関する主なもの＞△

国保に加入、脱退する手続きに係る申請書△

被保険者証や受給者証等の再交付申請書

＜給付の申請に関する主なもの＞△

限度額適用・標準負担額減額認定証の申

第第114第114回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

６５人
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

請にかかる届出△

高額療養費、療養費等の支給申請書△

第三者行為による各種届出書△

特定疾病認定申請書

◎マイナンバーの確認に必要なもの

手続きの際には、マイナンバーの確認のため、

次のいずれかが必要です。

①個人番号カード

②個人番号通知カードと写真付きの身元が確認

できる書類（運転免許証、パスポートなど）

③個人番号の入った住民票と写真付きの身元が

確認できる書類（運転免許証、パスポートなど）

※マイナンバーの記載が必要な手続きでは、本人確認（マ

イナンバーの確認と身元の確認）の実施が義務づけら

れています。ご理解とご協力をよろしくお願いします。

但
馬
歴
史
講
演
会

市民課☎６７２－６１２０ 生野支所地域振興課☎６７９－２２４０
山東支所地域振興課☎６７６－２０８０ 朝来支所地域振興課☎６７７－１１６５

■問い合わせ先

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

国
籍
事
務
の
取
り
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

朝来警察署が本庁舎に戻ります

1月30日（土）、朝来市和田山町玉置（全但バス和田山営業所
横）の本庁舎に移転予定です。朝来市交通安全協会・朝来市自家
用自動車協会・朝来防犯協会も、朝来警察署内に移転予定です。

◆問い合わせ先 朝来警察署☎（672）0110
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朝
来
市
人
権
教
育
推
進

協
議
会
連
合
会
は
、人
権
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、

１４

（日）

午
後
２
時
～（
開
場
１
時

分
）

３０▽
会
場

あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ

り
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
）

▽
講
師

市
岡
裕
子
さ
ん

い
ち
お
か

ゆ

う

こ

（
ゴ
ス
ペ
ル
歌
手
・
写
真
）

▽
演
題

『
人
生
あ
き
ら
め

た
ら
あ
か
ん
！
』～
だ
か
ら
今

を
大
切
に
生
き
る
～

▽
問
い
合
わ
せ
先

人
権
推
進
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
２

公
立
豊
岡
病
院
組
合
は
、

平
成

年
４
月
採
用
の
職

２８

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
職
種
・
人
数

言

語
聴
覚
士
・
若
干
名

▽
対
象

言
語
聴
覚
士
免

許
を
持
つ

歳
以
下
の
人

４０

（
取
得
見
込
み
可
）

▽
試
験
日

１
月

日
２４

（日）

▽
受
付
期
限

１
月

日
１８

（月）▽
採
用
予
定
日

平
成
２８

年
４
月
１
日

▽
提
出
書
類

豊
岡
病
院

組
合
指
定
の
様
式
に
記
入

し
必
要
書
類
を
提
出

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管
理

事
務
所
総
務
部
人
事
課

☎
０
７
９
６（

）６
１
１
１

２２

県
立
山
の
学
校（
宍
粟

市
山
崎
町
）は
、平
成

年
２８

度
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

義
務
教
育
を
修

了
し
寮
で
の
共
同
生
活
や

体
験
活
動
の
で
き
る

～
１５

歳
の
県
内
在
住
の
男
子

２０▽
募
集
定
員

人
２０

▽
授
業
料

無
料（
教
材

費
、寮
費
、資
格
検
定
費
等

は
要
実
費
）

▽
出
願
方
法

所
定
の
入

学
願
書
、履
歴
書
、健
康
診

断
書
を
、期
間
内
に
持
参

ま
た
は
郵
送（
締
切
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

▽
出
願
期
間

１
月
８
日

～

日

（金）

２９

（金）

▽
試
験
日

２
月
５
日
（金）

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
山
の
学
校

☎
０
７
９
０（

）８
０
８
８

６２

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、「
縁
結
び
交

流
会
」の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、

２８

（日）

午
前

時
～
午
後
３
時

１１

３０

分▽
会
場

県
立
但
馬
長
寿

の
郷（
養
父
市
八
鹿
町
国

木
）

▽
対
象

県
内
に
在
住
・

在
勤
の
独
身
男
女（
男
性

は
但
馬
在
住
・
在
勤
者
を

優
先
）

▽
定
員

男
女
各

人（
定

１５

員
に
達
し
た
場
合
は
抽
選
）

▽

内

容

１

対

１
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、ラ
ン
チ
タ
イ

ム
な
ど

▽
参
加
費

男
性
３
千
円
、

女
性
２
千
円

▽
申
込
み

専
用
申
込
書

（
但
馬
青
少
年
本
部
ホ
ー

ム
―
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）ま
た
は
、メ
ー
ル

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
・

勤
務
先
市
町
名
を
明
記
し
、

２
月
９
日

ま
で
に
。

（火）

▽
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
６
６
２
）７
７
０
１

ta
jim
a
_
h
a
b
a
ta
n
@

se
ish
o
n
e
n
.o
r.jp

神
戸
新
聞
社
は
県
内
各

地
で
行
う
恒
例
の「
金
婚
夫

妻
祝
福
式
典
」（
但
馬
地

区
）の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象

昭
和

年
に
婚

４２

姻
届
を
出
さ
れ
た
、今
年
結

婚

年
目
を
迎
え
る
、
朝

５０
来
市
、豊
岡
市
、養
父
市
、

香
美
町
、新
温
泉
町
に
在

住
の
ご
夫
妻
。

※
表
彰
状
と
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
す

▽
日
時

５
月

日

、

１５

（日）

午
後
１
時
～

▽
会
場

豊
岡
市
民
会
館

（
豊
岡
市
立
野
町
）

▽
申
込
み

所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、〒
６
５
０－

８
５
７

１（
住
所
不
要
）
神
戸
新
聞

社
地
域
活
動
局
「
金
婚
式
」

係
ま
で
。

※
申
込
用
紙
は
、神
戸
新

聞
但
馬
総
局
、朝
来
支
局
、

神
戸
新
聞
販
売
所
に
あ
り

ま
す
。

▽
締
切
り

２
月

日
２９

（月）

必
着（
先
着
順
）

※
申
込
み
後
、
会
場
へ
の
略

図
な
ど
の
案
内
状
を
、４
月

中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
新
聞
社
地
域
活
動
局

☎
０
７
８（
３
６
２
）７
０
８
６

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（１月のテーマ）【年末年始】高齢者の入浴中突然死症候群

税市 県 民 税 ４期

国民健康保険税 ７期

納期 ２月１日（月）まで

１月の税１月の税

但
馬
地
域
こ
う
の
と
り
大
使
に

よ
る
縁
結
び
交
流
会

金
婚
夫
妻
祝
福
式
典

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員

県
立
山
の
学
校

募

集

募

集

人
権
講
演
会

県立但馬ドーム「TAJIMADOMEFESTIVAL2016」
◆日時 2月13日（土）・午後4時～8時、14日（日）・午前10時～午後3時◆会場 但
馬ドーム（豊岡市日高町名色）◆その他 ＬＥＤスカイランタン、パフォーマンス大会
の参加者も募集中です。詳しくはホームページで。（http://www.tajimadome.jp/）
◆問い合わせ先 兵庫県立但馬ドーム☎0796（45）1900
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

県
立
大
学
地
域
資
源
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
は
、

「
冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」「
大

学

院

体

験
レ
ク

チ
ャ
ー
」の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

《
冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
》

▽
日
時

１
月

日

、

２４

（日）

午
後
１
時

分
～
４
時

４５

１５

分▽
内
容

◎
研
究
科
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

入
試
に
つ
い
て
の
説
明

◎
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見

学◎
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の

研
究
紹
介

◎
個
別
相
談
＆
在
学
生
と

の
交
流
な
ど

《
大
学
院
体
験
レ
ク
チ
ャ
ー
》

▽
日
時

１
月

日

、

３１

（日）

午
後
１
時

分
～
４
時

３０

▽
内
容

研
究
科
の
概
要
、

地
域
資
源
に
関
す
る
大
学

院
模
擬
講
義
、教
員
・
在
校

生
と
の
懇
談
な
ど

《
会
場
》

県
立
大
学
大
学
院
豊
岡

ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

（
豊
岡
市
祥
雲
寺
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

兵
庫
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課

☎
０
７
９
６（

）６
０
７
９

３４

u
_
h
y
o
g
o
_
to
y
o
o
k
a
@

o
fc.u
-h
y
o
g
o
.ac.jp

但
馬
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
但
馬
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
、企
画
や
実
践
活

動
を
行
う「
但
馬
夢
テ
ー
ブ

ル
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
内
容

ビ
ジ
ョ
ン
実

現
に
向
け
た
普
及
啓
発
活

動
の
企
画
・
実
践
を
と
お
し
て
、

但
馬
地
域
を
も
り
あ
げ
る
。

▽
資
格

但
馬
地
域
に
お
い

て
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
、ま
た
は
、そ
の
意
欲

が
あ
り
、平
成

年
４
月
１

２８

日
現
在
で
満

歳
以
上
の
人
。

１８

▽
任
期

平
成

年
４
月

２８

～

年
３
月
末（
２
年
間
）

３０
▽
募
集
人
数

人
程
度

５０

▽
募
集
期
間

２
月

日
２９

ま
で

（月）▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
地
域
政
策
室
地
域

づ
く
り
課
夢
但
馬
・
ビ
ジ
ョ
ン
担
当

☎
０
７
９
６（

）３
６
１
５

２６

ta
jim
a
c
h
iik
i@
p
re
f.

h
y
o
g
o
.lg
.jp

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、多
様
な
分
野
を

学
べ
ま
す
。

現
在
、平
成

年
度
第

２８

１
学
期
生（
４
月
入
学
）の

出
願
を
受
付
中
で
す
。

▽
出
願
締
切

第
１
回
・
２
月

日
２９

（月）

第
２
回
・
３
月

日
２０

（日）

▽
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８（
８
０
５
）０
０
５
２

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
７
９（
２
８
４
）５
７
８
８

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

は
、求
職
中
の
人
を
対
象
に

し
た
職
業
訓
練
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
医
療
・
調
剤
事
務
コ
ー
ス
》

▽
募
集
期
間

１
月

日
２１

ま
で

（木）▽
定
員

人
１４

▽
訓
練
期
間

２
月
２
日

～
３
月

日

（火）

２９

（火）

▽
訓
練
場
所

ニ
チ
イ
学

館
豊
岡
教
室（
豊
岡
市
正

法
寺
）

▽
受
講
料

無
料（
教
材

費
・
保
険
料
等
の
実
費
必
要
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
０
７
９
６（

）２
２
３
３

２４

募

集

募

集

但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

放
送
大
学
平
成

年
度
４
月
生

２８

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

広報朝朝朝来来来

兵
庫
県
立
大
学
地
域
資
源

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
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【月曜】太腿の付け根の
ふともも

鼠径ヘルニア【火曜】外食で気をつけること【水曜】
そ け い

膵臓がんの話【木曜】繰り返す女性の
す い

膀胱炎【金土日】こどもの発達の遅れ
ぼうこう

各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 １月１４日（木）午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 １月１３日（水）午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ２月１５日（月）午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、市役所西館２階相談室、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ２月１日（月）午後１時～４時
場 山東老人福祉センター
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ２月６日（土）午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎０７９６－２３－８０１１

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，４００円）
時 １月２８日（木）午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは若者未就業者の就労自立に向け
た相談に応じます
時 毎週水曜日午後１時～４時（１２／２３・３０は休み）
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

第２４回ジュピターホール歌謡祭決勝大会《全席指定》前売券好評発売中

公演日：１月１７日（日）／開演：午後１時３０分／料金：１,０００円

予選会を突破した３０組が生バンドの演奏をバックに美声を披露します

県民芸術劇場ライツ室内管弦楽団特別演奏会《全席自由》

公演日：３月１３日（日）／開演：午後２時

料金：大人２,０００円 高校生以下１,０００円前売券発売日１月１５日（金）

朝来市少年少女オーケストラの指導に携わる南出信一さんが主催する楽団のコンサートです

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

風景写真６人展 会期：１月１５日（金）～２月７日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

あさご芸術の森美術館
☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

アート２０１６干支展 会期：１月１７日（日）まで
２０１６年の干支「申」を絵画、彫刻、工芸、書などさまざな手法や素材で表

現。作品の一部は販売しています。アートなサルとよいお正月を！

干支絵手紙コンクール出品募集 あなたの自慢の年賀状を美術館に
展示してみませんか？宛名面に「干支絵手紙コンクール作品」と朱
書きし〒６７９－３４２３多々良木７３９－３あさご芸術の森美術館まで。
（１月４日（月）必着）【作品展】会期：１月７日（木）～１７日（日）

朝来からの風朝展優秀作品展 会期：１月３０日（土）～３月１３日（日）
朝来市展として毎年開催している朝展。絵画、立体・工芸、書・画、写真

の４部門を募集し審査を経た、入選・入賞作品を展示します。

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

豊岡年金事務所職員による「出張年金相談」を行います
◆日時・会場 ◎1月20日（水）生野保健センター（口銀谷）

◎２月３日（水） 朝来公民館（新井）
◎２月10日（水）山東庁舎（楽音寺）
※時間はいずれの会場も午前10時～午後4時

◆問い合わせ先 市民課 ☎（672）6120
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水道の凍結防止
水道（管）は、気温がマイナス４度以下になると凍る可能

性があります。冬期は、新聞やテレビなどの天気予報に十

分注意して水道管の凍結を防ぎましょう。

■凍結の防止方法

蛇口や水道管に保温材または布などを巻きつけて保温し、

その上をビニールなど、水を遮断する材料で覆ってください。

メーターボックスの中には、使い古しの毛布や布きれなどを

入れて保温してください。

もし、異常寒波がやってきた場合、夜間は一か所以上の

蛇口から水を少量出し、水を長期間使わないときは止水栓

を閉め切り水抜きして、凍結を防いでください。

また、雪が降るとメーター検針や、止水栓の開閉に困りま

すので、メーターボックス付近の除雪にご協力ください。

■水道が凍ってしまったときは

凍ったところにタオルや布をかぶせ、その上からぬるま湯

をゆっくりかけてください。急に熱湯をかけると凍ったところが、

破裂する恐れがあります。

■問い合わせ先
上水道課
☎６７６－２０８１

■水道管が破裂したときは

メーターボックスの中にある止水栓を閉めてください。応急

処置をし、「市指定給水装置工事事業者」に修理を依頼し

てください。また、給水装置（メーター横の止水栓から家側）

は皆さんに管理いただくものですので、その際の修理費用や、

その他の改造等にかかる費用は、使用者の負担になります。

■水漏れの発見方法

宅内にあるすべての蛇口を閉めて、しばらくの間、水道

メーターを見て、パイロットが

動いていたら、水漏れしてい

る可能性があります。早めに

「市指定給水装置工事事業

者」へ調査と修理を依頼し

てください。
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１月１０日は「１１０番の日」です
緊急時 正しく使おう１１０番

１１０番は、事件・事故に遭った人や目撃した人から、いち

早く警察に通報していただくための緊急通報電話です。

緊急の対応を必要としない、問い合わせ・相談などは、

「県警なんでも相談電話」（☎＃９１１０または☎０７８－３６１

－２１１０）をご利用ください。

◆朝来警察署 朝来防犯協会◆

新成人の皆さん、おめでとうございます

２０歳になると大人としての権利が与えられると同時に義務

も生じます。国民年金に加入し、保険料を納めるのもその義

務の一つです。

現在、高齢者の皆さんに支払われている年金は、日本に住

む２０～６０歳の『現役世代』の人たちが納める保険料によっ

てまかなわれています。この『世代と世代の支え合い』によっ

て年金制度は運営されており、その時代の高齢者の生活を

支えているのです。

国民年金は、年をとったり、障害者になったりしたときに、誰

にでも支給されるというものではありません。保険料を納めて

いることが、年金を受ける資格につながります。

「納めていてよかった」と言える日を迎えるために、若いこ

ろからの着実な積み重ねが必要です。２０歳になったら、忘れ

ずに国民年金の加入の手続きをしましょう！

■３種類の国民年金の加入者

国民年金の加入者は職業などによって３種類にわかれ、手

続きや保険料の納め方がそれぞれ違っています。

◎第１号被保険者 日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳未

満の自営業者・農林漁業者とその配偶者・学生などの人

▲

加

入の手続きや保険料の納付は自分で行います。

【平成２７年度保険料 月額１５,５９０円】

◎第２号被保険者 厚生年金保険（会社員）や共済組合（公

務員）に加入している人

▲

加入の手続きは勤務先が行い、保

険料の納付に関しても勤務先の給料から天引きされます。

◎第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている２０歳以

上６０歳未満の配偶者
▲

加入の手続きは配偶者の勤務先が

行い、保険料の納付は配偶者の加入する制度から納められます。

※経済的な理由などで保険料を納めるのが困難なときは、

申請し承認されると保険料が免除（全額・半額・納付猶予

【３０歳未満のみ】）される制度や、学生の皆さんには社会人に

なってから保険料を納めることができる学生納付特例制度

がありますので、ご相談ください。

新成人のみなさんへ
20歳になったら国民年金
■問い合わせ先 豊岡年金事務所☎０７９６ー２２ー０９４５ 市民課 ☎６７２ー６１２０

音楽の好きな人、バ

イオリンが弾けるように
ひ

なりたい人、みんなで

オーケストラを楽しみ

たい人。興味のある人

はぜひ応募ください。

《募集内容》

■対象 ①小学校２・３年生を中心に募集

バイオリンの基礎練習から始めます

②学年を問わず募集

管楽器・打楽器を希望する人

■練習日 火曜日…午後６時３０分～８時

土曜日…午後３時～５時

■募集期間 １月中旬～２月上旬

■申込み 小・中学校へ所定の申込書を提出してください

《入団式・春のコンサート》

第２８期生入団式にあわせ春のコンサートを開催します。子ど

もから大人まで楽しめる曲を演奏しますので、ぜひご来場くだ

さい。

■日時 ２月２０日（土）、午後２時～

■会場 和田山ジュピターホール（入場無料・全席自由）

朝来市少年少女オーケストラ
第28期新入団員を募集します
■問い合わせ先 朝来市少年少女オーケストラ事務局

☎６７２ー０１８８（和田山公民館内）
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平成２８年度と平成２９年度に市が発注する、建設工事、

測量・コンサルタント、物品・役務の入札に参加するため

の資格審査申請（指名願）を次のとおり受け付けます。

■受付期間 １月２５日（月）～２月５日（金）

※土・日曜日、祝日は除く。

■受付場所 市役所本庁財務課

■受付時間 午前９時～午後５時

■有効期間 平成２８・２９年度（平成２８年４月１日～３０年

３月３１日）の２年間

■申請書類 市指定の様式（１月１２日以降に市ホーム

ページからダウンロードできます）

■添付書類 登記簿謄本、国税・市税の滞納がない証明書、

印鑑証明書、財務諸表（決算書）など

■申請方法 持参または郵送（郵送の場合は、２月５日

（金）消印有効）

◆少額な物品購入や簡易な施設修繕等のみ
契約を希望する場合

■対象 内容が簡易で履行が容易であり、契約予定金額

が一定金額未満のもの

◎物品、消耗品等の購入…５０万円未満

◎施設の簡易な修繕（水道・電気・土木工事等）…１３０万

円未満

◎各種役務の提供…５０万円未満

■受付期間 １月２５日（月）～２月５日（金）

※土・日曜日、祝日は除く。

■受付場所 市役所本庁財務課または各支所地域振興課

■受付時間 午前９時～午後５時

■有効期間 平成２８・２９年度の２年間

■申請書類 市指定の様式（１月１２日以降に市ホーム

ページからダウンロードできます）

■申請方法 持参または郵送（郵送の場合は、２月５日

（金）消印有効）

※各申請をすることで「朝来市入札参加資格者名簿」また

は「市内業者受注希望業種登録名簿」に登録され、市が発

注・契約する際の選考対象になります。（入札・見積参加や

契約を約束するものではありません）

※詳しくは、財務課へ問い合わせいただくか、市ホーム

ページ（１月１２日以降に掲載）をご覧ください。

平成28・29年度
入札参加資格審査申請（指名願）
■問い合わせ先 財務課☎６７２ー６１１８

歩行型除雪機による事故を防ごう
毎年、雪のシーズンには除雪機による事故が多発

しています。

除雪機を使う際には次の点に注意してください。

◎作業中は絶対にまわりに人を近づかせない

◎雪づまりを取り除く時はエンジンを停めて必ず雪かき棒を使う

◎作業の時以外は必ずエンジンを停止する

◎後進する時は足もとや後方の障害物に気をつける

◎安全装置が正しく動作する状態で使用する

◆問い合わせ先 ◆

日本農業機械工業会除雪機安全協議会 ☎０３（３４３３）０４１５

http://www.jfmma.or.jp/
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証
明
書
」に
は
英
数
字
６
～

桁
の
登
録

16

が
必
要
で
す
。

な
お
、電
子
証
明
書
の
発
行
を
希
望
し

な
い
場
合
、「
住
基
Ａ
Ｐ
」、「
券
面
事
項
入

力
補
助
Ａ
Ｐ
」の
設
定
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
Ａ
Ｐ
…
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
略

電
子
証
明
書
と
は

ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
？

電
子
証
明
書
に
は
、署
名
用
電
子
証
明

書
と
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
と
が
あ

り
ま
す
。

●
署
名
用
電
子
証
明
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
文
書
を
送
信

す
る
際
な
ど
に
使
用
し
、文
書
が
改
ざ
ん

さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
等
を
確
認
す
る

た
め
の
証
明
書
で
す
。（
Ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の
確

定
申
告
な
ど
、電
子
申
請
等
に
利
用
し
ま

す
）

※

歳
未
満
の
人
、成
年
被
後
見
人
に
は

15
原
則
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
す
る
際
な
ど

に
、利
用
者
本
人
で
あ
る
こ
と
の
み
を
証

明
す
る
仕
組
み
で
す
。（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
ロ
グ
イ
ン
等
、本
人
で
あ
る
こ
と
の
認

証
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
）

家
族
の
分
の
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
？

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
は
、厳
格

な
本
人
確
認
が
求
め
ら
れ
、原
則
本
人
で

な
い
と
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、病
気
や
身
体
の
障
害
等
で
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、そ
の
理
由
を

証
明
す
る
書
類
や
委
任
状
等
が
必
要
で

す
。

（
回
答
書
に
署
名
ま
た
は
記
名
・
押
印
が
必

要
）、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
人
の
み
）、

本
人
確
認
書
類
等
が
必
要
で
す
。

ま
た
、暗
証
番
号
の
登
録
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

暗
証
番
号
は
何
に
必
要
で

ど
ん
な
も
の
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

暗
証
番
号
の
登
録
は
、「
住
基
Ａ
Ｐ
」、

「
券
面
事
項
入
力
補
助
Ａ
Ｐ
」、「
利
用
者
証

明
書
電
子
証
明
書
」、「
署
名
用
電
子
証
明

書
」の
４
種
類
必
要
で
す
が
、「
署
名
用
電

子
証
明
書
」以
外
は
共
通
の
番
号
に
設
定

（
数
字
４
桁
）が
で
き
ま
す
。「
署
名
用
電
子

ママ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
だ
ろ
う
？？

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
皆
さ
ん

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
皆
さ
ん
へへ

第8回

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い

１
月
以
降
、個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請

し
た
皆
さ
ん
へ
、は
が
き
で
受
取
方
法
等

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
が
き
に
は
、交
付
場
所
、交
付
期
限
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。期
限
ま
で
に
指
定
の

場
所（
市
役
所
本
庁
西
館
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
）ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

な
お
、受
け
取
り
に
は
、通
知
は
が
き

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
情
報
課

☎
（
６
７
２
）６
１
１
７

広報朝朝朝来来来

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
Ｑ
＆
Ａ

必
ず
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
？

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、顔
写
真
が
入
っ

た
身
分
証
明
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
を
、

同
時
に
確
認
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

カ
ー
ド
で
す
。

申
請
用
紙
は
全
て
の
皆
さ
ん
に
送
っ
て
い

ま
す
が
、個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
は
、希

望
す
る
場
合
の
み
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。電

子
証
明
書
は
、個
人
番
号
カ
ー
ド

に
必
ず
搭
載
さ
れ
る
の
で
す
か
？

電
子
証
明
書
の
発
行
を
希
望
し
な
い

場
合
は
、交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明

書
発
行
申
請
書
に
、発
行
を
希
望
し
な
い

旨
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

申
請
に
期
限
は
あ
り
ま
す
か
？

期
限
は
な
く
、い
つ
で
も
発
行
の
申

請
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
初
回
に
限
り
発
行
手
数
料
は
無

料
で
す
。

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、再
発
行

は
で
き
ま
す
か
？

再
発
行
は
で
き
ま
す
が
、手
数
料
が

必
要
で
す
。（
通
知
カ
ー
ド
５
０
０
円
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
８
０
０
円
、電
子
証
明

書
を
搭
載
し
た
カ
ー
ド
の
場
合
は
１
千

円
）ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ＱＱＡＡＡＱＱＡＡＡＱＱＡＡＡＱＱＡＡＡ

署
名
用
電
子
証
明
書
を
搭
載
し
た

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
場

合
は
、少
な
く
と
も
２
種
類
の
暗

証
番
号
が
必
要
で
す
。

大
事
な
情
報
を
守
る
た
め
に
、

暗
証
番
号
が
必
要
な
ん
だ
ね
。
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朝来市文化協会は、１１月２１日から２３日まで、あさご・ささゆり

ホールと朝来公民館で「朝来市書道展」を開催しました。

昨年度までのシルバー・学生書道展を、今回が第１回となる

「朝来市書道展」として開催し、中学生以下の部から８１３点、高

校生・一般の部から９５点の計９０８点の作品を展示しました。市

内全ての小・中学校と、１２の書道教室の幼児から高齢者までの

多くの皆さんが作品を出品し、６００人を超える市民の皆さんに来

場していただきました。（写真：上左・上右）

また、２２日には、あさご・ささゆりホールで「第１６回朝来市親睦

吟詠大会」を開催しました。独吟や舞と詩吟の「歌謡詩舞」、また

今回初めて書道と共演する「書道吟」の挑戦もあり、たくさんの観

客が吟詠にあわせた大書に魅了されました。（写真：右）

市文化協会では、今後も「書道展」「親睦吟詠大会」等を定期

的に開催し、関係者の交流と市民の皆さんへの書道や詩吟等の

楽しさ、日本の文化を伝える機会としていきたいと考えています。

「第１回朝来市書道展」「第１６回朝来市親睦吟詠大会」を開催しました

■第37回但馬合唱祭に公民館講座のコーラス教室生が参加しました
但馬ふるさと芸術文化振興事業実行委員会等の主催で、第３７回但馬合唱祭が、１１月２３

日の月曜日・勤労感謝の日に、豊岡市民会館文化ホールで行われました。

当日は、但馬内のコーラスグループ４３団体が参加し、朝来市内の公民館講座からも、生

野公民館『童謡・唱歌の会』が【みかんの花咲く丘・さくらさくら・花】の３曲、和田山公民館

『コーラス教室（カナリヤコーラス）』が【七つの子・希望のささやき】の２曲を歌い、講座で積

んだ日ごろの練習の成果を大舞台で披露しました。

ほかにも、市内から『フレンドコーラス』『コーロ❦ブリッランテ』『コーラスアンダンテ』『Sing

さくら』『生野混声合唱団』『わだやま合唱団』の６団体が参加し、あたたかな心のハーモ

ニーに乗せて日ごろの芸術文化活動を披露しました。

中中学生以下の作中学生以下の作品品 高校生・一般の作高校生・一般の作品品

迫力ある書道吟のようす

和田山文化協会では『第３８回書初め席書大会』、山東文化協会では『新春書き初め大会』を平成２８

年１月５日（火）に開催します。心新たに願いを込めて書き初めでスタートしましょう。

大会については、それぞれの事務局の、和田山公民館（☎６７２－０１８８）、山東公民館（☎６７６－２０８０）

まで、お問い合せください。

書き初めに願いを込めて『第３８回書初め席書大会』『新春書き初め大会』
和田山文化協会 山東文化協会
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日曜日のほか、年末年始は次のとおり診療しています。

※保険証、診察料のほか、乳

児医療等の医療証をお持

ちの人は、合わせてご持参

ください。

※あらかじめ電話でご連絡

のうえ、受診してください。

※１２月～３月の期間は、日

曜日・祝日に診療します。

【問い合わせ先】

南但休日診療所（立ノ原２６和田山保健センター隣）

☎６７２－５２６９

南但休日診療所
～年末年始の診療日について ～

広報朝来来来

診療科目・時間診 療 日

■診療科目 内科・小児科
■受付時間
午前８時３０分～１１時３０分
午後１時～４時

１２月３１日（木）

１月１日（金）

１月２日（土）

１月３日（日）

健健康康カレカレンンダーダー
１１／１６～２／１１／１６～２／１５５

※乳幼児健診については、いずれも該当児に個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

和田山保健センターこころのケア相談（予約制）火１９

１
月

山東老人福祉センター
竹田地区市民会館

離乳食教室
献血

水２０

和田山保健センター
和田山保健センター

８か月児健診
こころのケア相談（予約制）

木２１

生野マインホール献血日２４

山東老人福祉センターぱくぱく離乳食教室火２６

商工会朝来支所献血木２８

和田山保健センター１歳６か月児健診木４
２
月

和田山保健センター３歳児健診金５

地域包括支援センターの 窓

■問い合わせ先
朝来市地域包括支援センター
☎６７２－６１２５

高齢期になってからでも、鍛え方によっては筋力アップ、運動機能向上が期待できます！

さらに運動で期待できる効果は認知症予防、こころの健康づくりにも良い効果があります。

しかし、運動をするにあたってはご自分の体調にあった注意が必要です。

高齢期になっても筋力アップが期待できます！～生涯現役を目ざしましょう～

ウォーキングをされている皆さんの姿
は市内でもよく見かけますね。持久力
アップにつながっています。無理をし
ないことと続けることが大切です。

運動の３つの種類

柔軟性を高める体操
ストレッチや柔軟体操です。

転倒予防にも効果的です。

筋力アップの運動
筋力トレーニングがこれにあたります。

道具がなくてもできます。

持久力を向上する運動
ウォーキングや軽いジョギングが

これにあたります。心肺機能の

向上が期待できます。

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印

運動で気をつけたいこと
①運動前には準備運動など、体を温めてから始めましょう。

②自分の体調にあったもので決して無理をしない。

心配なときは取り組む前にかかりつけ医などに相談しましょう。

③痛みや不調が生じた場合はしばらく休んで様子をみましょう。

再開するときは運動の内容を軽くしましょう。

運動は一人でもできますが、仲間と一緒に楽し

むことがおすすめです。運動を続けるきっかけにな

りますし、地域の活動への参加にもつながります。
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■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

風邪に負けない体をつくるには、栄養バランスのよ

い食事、適度な運動、休養が大切です。

１日３食、主食・主菜・副菜のそろったバランスのよ

い食事を心がけ、風邪予防に効果的な食品を取り入れ

ましょう。

また、体を温めるメニュー（鍋もの、雑炊、おじや、う

どん、スープなど）や温かい飲み物（白湯やカフェイン
さ ゆ

の少ないほうじ茶や麦茶）も取り入れ、体の内側から温

まりましょう。

朝来市ではホームページに、食と栄養に関する情報を随

時掲載しています。ぜひご覧ください。

朝来市ホームページ http://www.city.asago.hyogo.jp/

県は、子育て世帯の経済的な負担を軽減するとともに、

安心して子どもを育てられる環境づくりをすすめるため、ベ

ビーギフトカタログを配布しています。請求がまだの皆さんは、

早めの申込みをお願いします。

◆対 象 児 平成２７年１月～１２月生まれで

県内の市町に住民登録している赤ちゃん

◆進呈内容 第１・２子…１万円相当

第３子以降…３万円相当

◆請求期限 平成２８年２月１５日（月）当日消印有効

＊ギフトカタログ申込書は、県からの依頼で、朝来市が発送

しています。

＊１１月末時点で１０月生まれの赤ちゃん分までお送りして

います。

＊原則、申込書の再発行は行いません。

◆問い合わせ先

兵庫県健康福祉部こども局こども政策課

☎０７８－３６２－４１８３

または、朝来市地域医療・健康課まで

市は、自殺対策の

ひとつとして、「ゲー

トキーパー養成講

座」を開催していま

す。

「ゲートキーパー」

とは、直訳すると「命

の門番」という意味があり、次のような活動をするひとたちで

す。

【ゲートキーパーの役割】

①気づき…家族や仲間の変化に気づいて声をかける

②傾聴…本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

③つなぎ…早めに相談するように促す

④見守り…温かく寄り添いながら見守る

「ゲートキーパー」は、地域などで困ったひと、悩んだひと

に気づいて声をかけ、相談などにつなげたり、温かく見守っ

たりするひとです。

今回は、朝来地域の民生委員・児童委員の皆さんを対象

に、１１月１９日、朝来老人福祉保健センターで開催しました。

身近な相談役として日々活動し、また、身近な隣人として、

話を聴いたり、相談を受けたりするなかで、次のようなポイン
き

トについて一緒に考えました。

①相手の話を聴く（傾聴）

②ありのままを受け止める（受容）

③感情をこころから理解しようとする（共感）

また、民生委員や児童委員の皆さんからは、いろいろな

相談を受けることから、「福祉などのサービスについて情報

をよく知っておくことが大切である」といった意見も出され

ました。

少しでも多くの「ゲートキーパー」が増え、みんなで支え

あい、住みやすい朝来市になればと考えます。

冬は風邪などで全国的に献血者が減少します。輸血に必

要な血液をいつでも十分に確保しておくためには、絶えずだ

れかの献血が必要です。

多くの皆さまのご協力をよろしくお願いします。

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード

（お持ちの人）をご持参ください。

平平成２８年１月平成２８年１月号号21

風邪予防のための食生活

【１月の献血予定】

受付時間会 場日 程

午前１０時～午後１時竹田地区市民会館２０日（水）

午前１０時～午後１時３０分生野マインホール２４日（日）

午前１０時～１１時１５分
午後０時３０分～３時

商工会朝来支所２８日（木）

風邪予防に効果的な食品
○タンパク質（基礎体力をつけ抵抗力を高める）
魚介類、肉類、卵、大豆製品、乳製品など
○ビタミンＣ（免疫力を高める）
いちご、みかん、キウイフルーツ、ブロッコリー、小松菜、
いも類など
○ビタミンＡ（のどや鼻などの粘膜を保護する）
緑黄色野菜（ほうれん草、かぼちゃ、にんじんなど）、
うなぎ、チーズなど
○亜鉛
（疲労回復、新陳代謝を活発にし免疫機能を高める）
カキ、赤身の肉類、レバー、ナッツ類、大豆製品など
○体を温める食品
（刺激成分や、辛味成分は消化を助け、殺菌効果がある）
ねぎ、にら、にんにく、玉ねぎ、しょうが、唐辛子など

こまめな手洗いうがい水分補給も忘れずこまめな手洗いうがい水分補給も忘れずにに

カタログ請求はお済みですか？
兵庫県版ベビーギフトカタログ「こんにちは、ひょうごっご」

つながる・支える・いのちとこころ。支え合いは声かけから！（健康あさご２１）

朝来地域民生委員児童委員研修会（ゲートキーパー養成講座）

献血にご協力ください
冬は輸血用血液が不足します



１２月９日、よふど温泉で、平成２８年の干
え

支・サルのモニュメントが披露されました。
と

このモニュメントは、与布土ものづくりクラブの皆さんが製作したもの。クラブでは、

地域に明るい話題を提供し、子どもたちにふるさとの思い出をつくってもらおうと、

４年前から干支のモニュメントを製作しており、今回のサルは、ヘビ、ウマ、ヒツジにつ

づいて４体目。親子３匹のサルのモニュメントは、クラブの皆さんが、約１か月かけ

てつくったもの、モルタル製でペンキで色が塗られ、大きさは、台座を含めた高さが約

１．５メートル、幅・奥行きはともに約１メートルあります。

披露当日は、まず、照福こども園の子どもたち約４０人が、台車に載せられたサル

のモニュメントを、よふど温泉の駐車場で引き（写真上）、よふど温泉の建物前に設

置してある今年の干支である「ヒツジ」の隣まで運び、「干支の引き継ぎ」を行いまし

た。

設置が終わった後には、子どもたちは興味深そうにサルのモニュメントを見たほか

（写真下）、記念撮影やクラブの皆さんから干支についての話を聞きました。

干支のモニュメントを設置 与布土ものづくりクラブ

■カナダ・パース町は、朝来市の姉妹都市のひとつです。

もともとパース町は、旧朝来町と姉妹都市関係にありま

したが、合併して朝来市となってからも姉妹都市提携を

結び、引き続き友好と親善を深めています。

■今回、パース町が２００周年を迎えるにあたり、朝来市

からも市民を派遣し、パース町２００周年記念行事の参加

をはじめ、町民との交流や視察などを通じて、今後の両

市の友好の発展を目ざします。

【募集の概要】

①視察地 カナダ・オンタリオ州パース町

②内 容 パース町友好親善訪問

（２００周年記念イベントへの参加と視察）

③期 間 平成２８年７月２０日（水）～２５日（月）６日間

④費 用 １人当たり約４０～５０万円（個人負担）

※予算範囲内最大で航空券料（目安約１５～２１万円）の半

額補助を検討しています。

⑤定 員 ８人

⑥資 格 朝来市民（学生は除く）

⑦申込み 市役所本庁西館市民課または各支所地域振

興課で配布している「参加希望者申込書」に

記入し、朝来市連合国際交流協会へ、平成２８

年１月２２日（金）までに提出。

⑧その他 研修内容や旅行代金は今後詳細を決定する

ため、変更する可能性があります。

【問い合わせ先】

朝来市連合国際交流協会（秘書広報課内）

☎６７２－６１１３ hishokouhou@city.asago.hyogo.jp
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県立和田山特別支援学校（竹田）は、１１月２５日、南但青年会議所の皆さんを招

き、高等部の生徒２２人を対象に進路学習を行いました。

南但青年会議所の皆さんの、「頼られる社会人になるための心構えや仕事を

する喜びについて」との講演は、高等部を卒業した後も故郷で暮らし、自立して

いきたいと考えている生徒たちには心に染み入る内容で、特に、「『ありがとう』

と言われる仕事をしよう」という言葉は印象的でした。

また、講演に続き、高等部３年生を対象に模擬面接を実施。生徒たちは、姿勢

や声の大きさ、表情や目の合わせ方など細やかに指導を受けました。（写真）

今後、今回の学習をいかして、生徒たちは「自分自身で進路を切り開いていこ

う」との決意も新たにすることができました。

進路学習について 和田山特別支援学校高等部

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙

乙
乙
乙朝来市姉妹都市カナダ・パース町市民派遣団参加者募集



№７４ マイナンバー制度に便乗した詐欺に注意！暮らしの情報コーナー

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

マイナンバー制度に便乗して、お金をだまし取ろうとしたり、個人情報を聞き出そうとしたりする詐欺の被害が全

国的に報告されています。マイナンバーの手続きについて、国や市役所の職員が、資産や家族構成などの個人情

報を電話で聞くことはありません。また、金銭を要求されても絶対に支払わないでください。

皆さま、新年おめでとうございます。

今回は、国際交流員としてではなく、朝来市観光大使として、ごあ

いさついたします。

私は、国際交流員の任期を終え、観光大使の任命を受け、１２月にフ

ランスに帰国しました。でも、私の心の一部は朝来市に残りました。

朝来市では、たくさんのすばらしい思い出を作ることができまし

た。市民の皆さんと交流ができ、朝来市の住民として皆さんといっ

しょに生活したこの２年半は、私の人

生でとても意味のある時間でした。忘

れられない期間です。

今、朝来市観光大使になって、世界

ですばらしい朝来市のことをＰＲさ

せていただくことに、すごくうれしく、

光栄に思っています。

私にとって、朝来市は第２の故郷に

なりました。いつかまた、遊びに行き

ます。

皆さん、お元気でね。さよなら。

（朝来市観光大使 ヴァンデンドリッシュー・ポリーヌ）

最終回 ２年半色々ありがとうございます

電話で「あなたのマイナンバーが漏れている。削除

費用として１００万円必要。取りに行くので用意して

おくように」と言われた。 （７０歳代、女性）
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携
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市役所職員を名乗り「マイナンバーの手続きで資

産と家族構成を調べている」と不審な電話がか

かってきた。 （８０歳代、女性）

■マイナンバー制度に関する問い合わせ 総務省マイナンバー総合フリーダイヤル ®０１２０－９５－０１７８
マイナンバー

通話料無料（平日午前９時３０分～午後１０時・土日祝午前９時３０分～午後５時３０分・１２／２９～１／３を除く）

集

記後

編

平平成２８年１月平成２８年１月号号23

※子ども＝１５歳以下 高齢者＝６５歳以上
※累計は平成２７年の合計

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

１その他

１合計

１７累計

１０交通事故

救
急

２１一般負傷

６０急病

９その他

１００合計

１４０８累計

（１１月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

４空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１５忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

３事 務 所 あ ら し１８車 上 ね ら い

１出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

９詐 欺

そ
の
他

１８部 品 ね ら い

３傷 害３３器 物 損 壊

４暴 行２自 動 車 盗

２２万 引 き０オートバイ盗

（１１月末累計）１３自 転 車 盗

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

９２８人身事故

００子ども

死
者

１１高齢者

００その他

１１合計

３０子ども

傷
者

３０２高齢者

９６１０その他

１２９１２合計

１０１５９４物損事故

１７２自転車関連事故

（１１月中）
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